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「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
人
権
問
題
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
ツ
ー
ル
は
、
情

報
化
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
で
あ
る
一
方
、
そ
の
利
用
方
法
や
投

稿
の
表
現
等
に
よ
っ
て
は
様
々
な
人
権
を
侵

害
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て
、

い
じ
め
や
誹
謗
中
傷
に
よ
っ
て
人
々
の
心
を

傷
つ
け
る
と
い
う
悲
し
い
事
象
が
後
を
絶
た

ず
発
生
し
て
い
ま
す
。ま
た
消
費
者
問
題
や

詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る
犯
罪
に
関
す
る
も

の
、
フ
ェ
イ
ク
情
報
の
存
在
な
ど
も
社
会
問

題
化
し
て
い
ま
す
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
溢
れ
る
誤
っ
た
情

報
や
不
適
切
な
情
報
に
対
し
て
、
騙
さ
れ
な

い
・
流
さ
れ
な
い
力
と
い
う
意
味
の「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
」を
高
め
て
い
く
こ
と

が
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
家
族
内
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
際
の
ル
ー
ル
を
決
め
た

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
を
周
り

の
人
と
共
有
し
て
学
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
有

効
で
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
・
加
害
者
に
な

ら
な
い
た
め
に
、
良
識
あ
る
情
報
発
信
者
と

し
て
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
を
守
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
誹
謗
中
傷
の
被
害

に
あ
っ
て
い
る
」「
自
分
の
S
N
S
上
で
相
手

を
傷
つ
け
て
い
な
い
か
心
配
」な
ど
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
人
権
問
題
に
対
す
る
相
談
窓
口

が
あ
り
ま
す
。

違
法
・
有
害
情
報
相
談
セ
ン

タ
ー（
総
務
省
支
援
事
業
）

誹
謗
中
傷
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
一
般
社
団
法
人
セ
ー
フ
ァ

ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
協
会
）

問合先　協働人権課人権推進担当（1階④番窓口）　☎939・1059

知
ろ
う
学
ぼ
う
人
権

広告（有料）の掲載に関する問合先　　合同会社 IM総合企画（☎072・275・5449）

第51回消防救助技術近畿地区指導会

この指導会では、消防職員が日々の訓練成果を披
露しますので、是非ご覧ください。

また、市民参加型の体験ブースも設けています。

柏原羽曳野藤井寺消防組合
はい、消防本部です　☎958・0119

日時　７月２２日（土）　9時30分～16時
※雨天決行（ただし気象警報などが発令された場合は
中止

場所　大阪市消防局 高度専門教育訓練センター
　　（東大阪市三島２－５－４３）

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
募
集

対
象

　市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方

応
募
方
法

　必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
9

月
29
日（
金
）ま
で
に
窓

口
又
は
郵
送
で

　詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先

　藤
井
寺
市
人
権
の
ま
ち
づ
く
り

協
会

〒
5
8
3
ー
8
5
8
3（
住
所
不
要
）

協
働
人
権
課
内（
1
階
④
番
窓
口
）

☎ 

9
3
9
・
1
0
5
9
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流
に
堰え

ん
て
い堤
が
つ
く
ら
れ
る
と
、
河
の
流
れ
で

地
面
が
浸
食
さ
れ
て“
自
然
に
発
掘
さ
れ
る
”

よ
う
に
な
り
、
多
く
の
遺
構（
※
1
）や
遺
物

（
※
2
）が
露
出
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

遺
跡
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
危
惧
し
た
大

阪
府
教
育
委
員
会
は
大
和
川
河
床
遺
跡
会
を

設
立
し
、
昭
和
31（
1
9
5
6
）年
か
ら
5
年

に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

以
降
今
日
に
至
る
ま
で
、
数
々
の
発
掘
調
査

や
研
究
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

遺
跡
の
多
く
の
範
囲
が
河
川
で
あ
る
こ
と
は
、

発
掘
調
査
を
困
難
に
す
る
も
の
で
し
た
。
そ

れ
で
も
、
遺
跡
発
見
か
ら
75
年
経
つ
中
で
、

時
に
は
地
表
面
か
ら
何
メ
ー
ト
ル
も
下
を
、

時
に
は
河
の
増
水
に
よ
っ
て
水
没
し
な
が
ら
も

河
床
や
堤
防
で
、
発
掘
調
査
を
少
し
ず
つ
積

み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
船
橋
遺
跡
の
様
相
が

少
し
ず
つ
見
え
て
い
き
ま
し
た
。

船
橋
遺
跡
の
集
落
を
形
作
る
家
や
大
き
な

溝
な
ど
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
不
明
な
点
も

多
い
で
す
が
、
ど
う
や
ら
、
弥
生
時
代
後
期

198

船
橋
遺
跡
は
、
大
和
川
を
は
さ
ん
で
藤
井

寺
市
域
北
東
部
分（
大
井
・
川
北
・
船
橋
町
・

北
條
町
）と
柏
原
市
域
南
西
部
分（
大
正
・
古

町
）に
広
が
る
、
旧
石
器
時
代
か
ら
中
世
に
か

け
て
連
綿
と
続
い
た
遺
跡
で
す
。
み
な
さ
ん

は
、
遺
跡
は
古
墳
の
よ
う
に
地
上
に
盛
り
上

が
っ
て
残
る
も
の
や
、
地
面
の
下
に
眠
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
。
実
際
に
多
く
の
遺
跡
は
そ
の
通

り
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
船
橋
遺
跡
は
少
々
異

な
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
江
戸
時

代
の
大
和
川
の
付
け
替
え
に
よ
り
、
遺
跡
の

多
く
の
範
囲
が
大
和
川
の
河
床
や
河
川
敷
と

な
っ
て
い
る
点
で
す
。

昭
和
23（
1
9
4
8
）年
に
山
本
博
氏
に
よ

っ
て
船
橋
遺
跡
を
発
見
さ
れ
た
以
後
、
船
橋

遺
跡
に
つ
い
て
多
く
の
説
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
が「
船
橋
遺
跡
論
争
」と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
遺
跡
の
名
前
は
世

に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
昭
和
29（
1
9
5
4
）年
に
大
和
川
上

後
葉
以
降
は
継
続
的
に
ム
ラ
を
作
っ
て
居
住

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
遺
跡
の
東
側

に
は
石
川
や
大
和
川
が
流
れ
、
古
代
以
降
は

大
津
道
や
長
尾
街
道
、
東
高
野
街
道
が
付
近

に
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
舟
運
と
陸
路
の
交
通

の
要
衝
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
立
地

か
ら
、
船
橋
遺
跡
は
単
な
る
ム
ラ
で
は
な
く
、

古
く
か
ら
他
地
域
と
の
交
流
な
ど
が
行
わ
れ

て
き
た
よ
う
で
す
。
他
に
も
、
飛
鳥
時
代
以

降
に
は
寺
院
跡
と
み
ら
れ
る
も
の
や
ガ
ラ
ス

や
冶や

き
ん金（
※
3
）の
工
房
と
み
ら
れ
る
も
の
も

登
場
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

船
橋
遺
跡
は
、
人
々
が
生
活
を
営
ん
で
い

た
だ
け
で
な
く
、
江
戸
時
代
に
大
和
川
の
付

け
替
え
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴

史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
6
回
に
わ

た
り
、
船
橋
遺
跡
が
ど
の
よ
う
な
特
色
を
持

っ
て
い
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
歴
史

を
刻
ん
で
き
た
の
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 （
文
化
財
保
護
課
　
河
合
　
咲
耶
）

（
※
1
）遺
跡
中
に
残
さ
れ
て
い
る
不
動
性
の

人
間
集
団
の
痕
跡
。
例
え
ば
、
集
落
で
あ

れ
ば
住
居
や
井
戸
な
ど
。

（
※
2
）人
間
集
団
が
残
し
た
可
動
性
の
あ
る

も
の
。
例
え
ば
、土
器
や
埴
輪
や
瓦
な
ど
。

（
※
3
）鉱
石
か
ら
取
り
出
し
た
金
属
を
材
料

と
し
て
加
工
す
る
技
術
の
こ
と
。

さまざまな歴史を刻んできた
船橋遺跡①

～船橋遺跡はどんな遺跡？～

▶
船
橋
遺
跡
の
範
囲
と
旧
地
形（
泉
佐
野
市
立
歴
史
館
い

ず
み
さ
の
・
大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
2
0
2
3
年

『
令
和
4
年
度
泉
佐
野
市
立
歴
史
館
い
ず
み
さ
の
冬
季
特

別
展
　
大
阪
の
弥
生
文
化
　
和
泉
と
河
内
』よ
り
作
成
、

一
部
改
変
）

現在の大和川
の川筋

微
高
地

船橋遺跡の範囲

旧
大
和
川
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